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HYOGO 
PREFECTURE

・災害対策専用庁舎として整備（Ｈ12.8～）
・震度7、ライフライン途絶に耐える構造・設備

・地下1階、地上6階、延床面積4,134㎡
・災害対策本部室、事務室、宿直室、備蓄倉庫 等

・H19年に増築棟(768㎡)を建設し、
防災関係機関室等を設置

兵庫県災害対策センター
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フェニックス防災システム（Ｈ８ (Ｈ27に機能強化) ）
・地震・気象・洪水情報、地理情報の共有
・被害情報報告・収集・共有、被害予測
・地震発生時の人員・物資の需給推計
・タイムライン作成・管理
・ツイッター情報を分析し、災害種別ごとに表示
・地震・気象・洪水情報、地理情報 等
・防災専用端末設置台数 306台

本庁舎(72) 県地方機関(74) 

市町(54) 自衛隊(4)

県警・警察署(71) 

消防本部(24) 

防災関係機関(4)

ライフライン事業者(3)

ｼｽﾃﾑ画面の例
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災害対応・訓練
・台風等連絡会議、災害対策本部会議を開催
（関係機関の情報共有、対応方針の決定の場）
・普段は訓練を繰り返し実施し、実戦力を高める
〔最近の主な本部設置〕

○平成23年東日本大震災兵庫県災害対策支援本部

○平成26年８月阪神丹波豪雨兵庫県災害対策本部
〔見学対応〕

防災局職員が阪神・淡路大震
災の経験と教訓、減災の取組み
を説明

(28年度実績)
214件 約9,500人
（内 小学校県庁見学151件）
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